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観測目的観測目的

年周視差計測年周視差計測

→銀河中心方向→銀河中心方向(18(18hh 0000mm 3030ss.32,.32,--2424dd 0404mm 55ss.2).2)
の銀河回転を知る。の銀河回転を知る。

大質量星形成に関するサイエンス。大質量星形成に関するサイエンス。

本日の内容本日の内容

••天体の紹介天体の紹介

••分布分布&&内部固有運動内部固有運動

••年周視差計測の現状年周視差計測の現状



観測天体：観測天体：W28A2W28A2
銀経～銀経～55°°距離距離2.0 2.0 kpckpc
シェル型シェル型UCHIIUCHII領域領域
励起星（励起星（OO55））~~ 50M50Msun！

赤外線で点源として検出赤外線で点源として検出

（（FeldtFeldt et al. 2003et al. 2003））
電離ガスから求めた電離ガスから求めた

スペクトル型ともほぼ一致。スペクトル型ともほぼ一致。

（（Wood & Wood & ChurchwellChurchwell 19891989））
ダスト連続波ピークがダスト連続波ピークが55個付随個付随

SMAによる0.88 mm連続波マップ

（Hunter et al. 2008）

☆：励起星、＋：連続波ピーク、

△：2.１μm水素線ノット、

＊：赤外分子流の根元



W28AW28A２の特徴：電離ガス膨張２の特徴：電離ガス膨張
VLAVLAで十年越しの観測（で十年越しの観測（AcordAcord et alet al. 1998. 1998））

→電離シェルの膨張を検出（→電離シェルの膨張を検出（4.14.1 masmas yryr--11）。）。

球膨張を仮定。球膨張を仮定。

電波再結合線の線幅を用いて距離を決定。電波再結合線の線幅を用いて距離を決定。

→距離→距離2.02.0 kpckpc膨張速度膨張速度3535 km skm s--11

力学年齢力学年齢 << 1000 yr1000 yr
→→ごく若いごく若いOO型型ZAMSZAMS

右：1989 年の3.6 cm
のマップ。球殻のサイ
ズは内径 0.1 pc程度。

左：電波強度の比を
取った図。破線は強度
が負、実線は強度が
正の領域。南北方向
の膨張が見える。



W28A2W28A2の特徴の特徴22：分子流の軸：分子流の軸
観測トレーサによって観測トレーサによって

分子流の軸が異なる。分子流の軸が異なる。

COCO （（11‐‐00））：東：東‐‐西（最大西（最大11 pcpc））
SiOSiO && HH22S &S & 1.3 mm1.3 mm：： 北東北東‐‐南西南西
CC3434SS && HCOHCO++：北：北‐‐南南

近赤外：北西近赤外：北西‐‐南東南東

CO (3CO (3--2) 2) ：不明。：不明。

→複数の分子流を示唆？→複数の分子流を示唆？

SMAによって得られた各分子輝線の積分強度図。（Hunter et al. 2008）

+80 to +40
+40 to +20
-4    to -41
-41  to -81

+55 to +30
-20  to -45

+55 to +30
-20  to -45

CO(1-0)の積分強度図。破線：+20 から+58 km s-1、実線：0 から-37 km s-1。

(Watson et al. 2007)Brγの視線速度分布（Puga et al. 2006）
軸の目盛：arcsec



分布＆固有運動分布＆固有運動

1

3

30 km s-1

2

A

三つのメーザー群を検出。三つのメーザー群を検出。

相対固有運動は北東の相対固有運動は北東の
メーザーに近づく向き。メーザーに近づく向き。

SMAによるSiOのモーメントマップ
（Hunter et al. 2008）との比較。

これまで考えられていたこれまで考えられていたAA
からの双極流起源ではなさからの双極流起源ではなさ
そう。そう。

未検出の未検出のYSOYSOと分子流のと分子流の

可能性あり。可能性あり。

コンポーネントが少なすぎて、

このままでは分子流について詰めるのは厳しい。

→なんとか淡いコンポーネントを拾う必要あり。



内部運動以外のサイエンスの可能性内部運動以外のサイエンスの可能性

年周視差測定によって年周視差測定によって

電離領域の初期膨張（電離領域の初期膨張（<1000 yr<1000 yr）を追う。）を追う。

固有運動（固有運動（AcordAcord 19981998）） →→ 膨張の非等方性がわかる膨張の非等方性がわかる??
SMASMAで得られたで得られた

詳細な物質分布と比較可能。詳細な物質分布と比較可能。



年周視差計測の現状年周視差計測の現状

r07309a r08012b r08074b r07309a r08012b r08074b 
のの33エポック解析済み。エポック解析済み。

r07309ar07309a →→ 入来の悪天候：使用不可。入来の悪天候：使用不可。

他は絶対位置を導出他は絶対位置を導出

→大気の影響で収束しきらず。→大気の影響で収束しきらず。

数数masmasオーダーの誤差。オーダーの誤差。



rr08074b08074bののELELを見てみる。を見てみる。

赤：W28

緑：J1755-22

水沢 小笠原

入来 石垣



大気中の伝播距離のズレ大気中の伝播距離のズレ

仮定仮定11：平行平板大気（厚み一定）：平行平板大気（厚み一定）

仮定仮定22：屈折率は各：屈折率は各ELELでで22天体共通天体共通

→→ELELの差から伝播距離のズレを計算。の差から伝播距離のズレを計算。

☆屈折率、大気の厚みは未知数☆屈折率、大気の厚みは未知数

→伝播距離の比を取った。→伝播距離の比を取った。

水沢：赤

入来：緑

小笠原：青

石垣：ピンク

50%以内 水沢：赤

入来：緑

小笠原：青

石垣：ピンク

10%以内

水沢：赤

入来：緑

小笠原：青

石垣：ピンク

5%以内

☆小笠原以外は全観測時間の半分近くが5パーセント以上ズレる。



今後今後

とりあえず計算結果を適用してみる。とりあえず計算結果を適用してみる。

平板大気からのズレ＆屈折率のズレ。平板大気からのズレ＆屈折率のズレ。

などをさらに詰めてみる。などをさらに詰めてみる。



まとめまとめ

検出されたメーザー群の数が少ないため、検出されたメーザー群の数が少ないため、
分子流について詰めるのは厳しそう。分子流について詰めるのは厳しそう。

→過去に見えていたコンポーネントの復活に期待。→過去に見えていたコンポーネントの復活に期待。

ELELが低いため位相補償は苦戦中が低いため位相補償は苦戦中

→簡単なモデル（平板大気）で→簡単なモデル（平板大気）で
大気伝播距離の差を計算してみた。大気伝播距離の差を計算してみた。

（明日にも適用してみます。）（明日にも適用してみます。）

年周視差計測によって電離領域の膨張年周視差計測によって電離領域の膨張
についてのサイエンスができる可能性あり。についてのサイエンスができる可能性あり。

→膨張の非等方性＋→膨張の非等方性＋SMASMAによる物質分布からによる物質分布から
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